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福
島
原
発
事
故
は
忘
却
の
彼
方

経
済
産
業
省
は
人
月
九
日
、
三
年

ぶ
り
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

の
見
直
し
を
議
論
す
る
審
議
会

「総

合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政

策
分
科
△
ご

を
開
い
た
。

焦
点
の
原
発
に
つ
い
て
、
審
議
会

メ
ン
バ
ー
は
、
原
発
の
新
増
設
や
建

て
替
え

（リ
プ
レ
ー
ス
）
、
原
発
維

持
を
主
張
す
る
推
進
派
が
並
ん
で
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
を
訴
え
る

意
見
が
相
次
い
だ
。
新
増
設
を
求
め

る
声
が
目
立
つ
の
は
関
連
メ
ー
カ
ー

や
立
地
自
治
体
な
ど
原
発
を
推
進
し

た
い
立
場
か
ら
の
委
員
が
多
く
選
ば

れ
て
い
る
か
ら
だ
。

経
団
連
は

「建
て
替
え
や
新
増
設

を
盛
り
込
む
べ
き
」
と
す
る
見
解
を

表
明
し
て
い
る
。

三
年
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

で
は
、
二
〇
三
〇
年
の
原
発
比
率
二

〇
～
二
四
ど
と
し
た
。
し
か
し
、
福

島
原
発
事
故
後
六
年
余
を
経
過
し
て
、

国
と
電
力
会
社
の
無
責
任
な
原
発
再

稼
働

へ
の
執
念
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
〇

一
六
年
の
原
発
比
率
は
二
ぎ
、

再
稼
働
原
発
は
五
基
に
と
ど
ま
る
。

そ
れ
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の

新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
を
通
っ

た
原
発
に
対
し
て
、
住
民
は
強
い
疑

念

・
不
信
感
を
も
つ
て
お
り
、
国
と

電
力
会
社
が
そ
れ
を
払
拭
す
る
に
足

る
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。

世
耕
弘
成
経
産
相
は

「骨
格
を
変

え
る
必
要
は
な
い
」
と
し
て
新
計
画

へ
の
原
発
新
増
設
の
明
記
に
慎
重
な

構
え
と
報
じ
ら
れ
た
が
、
こ
の
段
階

で
も

「原
発
比
率
二
〇
～
三
二
ｒ
」

の
堅
持
を
表
明
し
た
事
情
に
変
わ
り

は
な
い
。

を資季

蛋留千す申

○

「核
の
ご
み
」
マ
ッ
プ
の
非
科
学
性

含
一面
）

○
双
葉
町
の
５
５
５
衿

特
定
復
興
拠
点
申
請
へ

（三
面
）

○
米
原
発
二
基
建
設
を
断
念

（五
面
）

一ズ
Ｔ
聞
鯛
率
贔
締
響
乗
ム
〓
　
・ｉ
ｎ
糖
憫
量
万
」

○
視
察
ツ
ア
ー

＊
同
時
＝
十
月
十
四
日
（土
）
十
二
時

三
十
分

Ｊ
Ｒ
敦
智
齢
栓
人
口
ｏ
バ
ス

出
発

Ω
輩
盤
基
徴
〓上
Ｔ
全国で
十
八
時
～

塁

国
基
盤
会

威

鶴

押

輛

年

五
日
（こ

金

削
十

＊
場
所
＝
小
浜
一立
商
工
〈
藤
災
嚢
整
土

○
詳
報
は
同
封
チ
ラ
シ
参
酸
〔

ま
た
、
経
産
省
の
配
布
資
料
で
は

「原
子
力
の
最
大
の
課
題
は
、
社
会

的
信
頼
の
回
復
」
と
強
調
し
て
い
る

が
、
信
頼
回
復
の
具
体
策
が
示
さ
れ

て
は
い
な
い
。

原
発
を
見
直
す
と
す
る
な
ら
、
ま

ず
福
島
第

一
原
発
事
故
を
忘
却
の
彼

方
に
追
い
や
ら
ず
、
事
故
か
ら
真
摯

に
学
び
、
原
発
依
存
を
改
め
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ
の
転
換
の
道

ヘ

踏
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。

を
認
め
る
制
度
の
申
請
を
，
こ
れ
ま

で
よ
り
早
い
時
期
か
ら
提
出
で
き
る

よ
う
に
す
る
規
則
の
変
更
を
了
承
し

た
。
事
業
者
の
要
望
に
そ
つ
た
も
の
。

こ
こ
に
も
規
制
委
の
規
制
な
ら
ぬ
原

発
推
進
の
姿
勢
が
改
め
て
示
さ
れ
る
。

難
福
島
第

一
原
発
事

故
は
、
原
発
の
日
本

立
地
が
世
界

一
危
険

で
あ
る
こ
と
に
意
に

介
さ
ず
推
進
し
た
こ
と
の
必
然
的

な
帰
結
だ
つ
た
。
原
発
見
直
し
を

い
う
な
ら
原
発
推
進
を
や
め
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ
の
転
換
し
か
道

は
な
い
●
政
府
の
三
年
前
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画

「三
〇
年
電
源

構
成
の
原
発
比
率
二
〇
～
三
二
Ｆ
」

に
は
、
そ
の
段
階
で
原
発
三
〇
基

の
稼
働
が
必
要
と
さ
れ
る
。
新
増

設
な
し
と
す
れ
ば
、
運
転
期
間
延

長
が
必
要
と
な
る
０
そ
れ
が
三
年

を
経
過
し
て
、
原
発
の
再
稼
働
は

五
基
に
と
ど
ま
る
。
住
民
の
反
対

世
論
が
原
発
推
進
に
立
ち
は
だ
か

る
。
住
民
は
日
本
経
済
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
原
発
依
存
の
い
び
つ
さ
を

知
り
、
こ
れ
を
正
そ
う
と
し
て
い

る
の
だ
●
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

審
議
会
メ
ン
バ
ー
を
国
民
目
線
の

構
成
に
改
め
、
日
本
が
も
つ
す
べ

て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
活
用
す

る
道
を
検
討
す
べ
き
と
き
で
あ
る
。


